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新しい建築のカタチ
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デイトナをはじめ、カーマ
ガジンでの長期連載、ムッ
ク本である CAR&HOME
にて、常にクルマと住宅の
関係について提案し続けて
きた建築プロデュース会社
LDK inc。建築設計はもち
ろんのこと、建築システム
の開発や商品開発も行う。

デイトナハウスを構成するのは、LGSと呼ばれる軽量
鉄骨のパネルで、厚さ3.2㎜、幅12.5㎝、厚み5㎝の

『Cチャンネル』と呼ばれる部材を、横幅180㎝、縦
270㎝の長方形に溶接して製作しています。対角線の
クロスしたパーツは、『ブレース』と呼ばれる筋違いで、
力の伝達を受け持つ大切な役割を持っています。“柱”
と“梁”と呼ばれる縦と横の部材を使って軸組を作って
いく一般的な建築とは違って、デイトナハウスはこの
LGS パネルを連結することで住宅、ガレージ、別荘、
店舗、マンションなどの様々な建築を可能とする、全
く新しいカタチのシステムなのです。つまりこのLGS
パネルを使った建物全てがデイトナハウスと言う訳で
す。パネルの枚数を数えるだけで、建築の広さ、およそ
の予算がイメージできる分かりやすさと、パウダーコ
ーティングが施されたその鉄の素材感が醸し出すハー
ドボイルドな空間のテイストも持ち味です。
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敷地全体を斜俯瞰で見るカット。ドローンで見たイメージです。アプローチは、航空母艦の飛行甲
板をイメージしたラインを引いてます。出撃の時、そして一日の日課を終えて帰還の時、この飛行
甲板はそれぞれのイメージで印象付けられることでしょう。毎日が実に楽しいですね。

ガレージ内部のイメージも今や定番となった艶消し黒の鉄骨フレームがアクセントを作ってくれ
る空間。デイトナハウスオリジナルの棚システム『FASブラケット』が自分らしいディスプレイを
可能にしてくれます。シャッター越しに見えているのは、併設されているバイク専用ガレージ。
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車
と
い
う
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為
は
、
ク
ル
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あ
ま
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興
味
の
な
い
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と
っ
て
は
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倒
く
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も
の
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っ
た
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意
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嫌
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。
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迎
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と
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取
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感
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に

イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
瞬
間
な
の
で
す
。実
際
、

乗
車
し
て
い
る
と
き
は
愛
車
の
フ
ォ
ル
ム

は
意
識
で
き
な
い
で
す
か
ら
、
本
当
に
貴

重
な
時
間
な
の
で
す
。

今
回
は
、
千
葉
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よ
く
晴
れ
た
週
末
の
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、
順
番
を
待
つ
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レ
ー
ジ
ア
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ー
ト
の
居
住
者
が
、
ご
く

自
然
に
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を
合
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せ
ま
す
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皆
ガ
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ー
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の
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ャ
ッ
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が
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取
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れ
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。
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築
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。
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洗
車
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を
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つ
居
住
者
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の
コ
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ヒ
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を
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ち
合
っ
た
り
す
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。
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ア
パ
ー
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ュ
ニ
テ
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が
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洗
車
機
ひ
と
つ

で
現
出
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今やすっかりお馴染みになった、デイトナハウスの鉄骨ガ
レージアパート『GLB』の平面図。元々、鉄骨を露出させて
ビニールクロスを極力使わない仕様となっているので、無
理なくペット共生アパートの設定ができます。ハードな印
象を愛犬とインナーグリーンが和らげてくれることでしょう。

休
日
に
愛
車
を
洗
い
な
が
ら
、愛
犬
ま
で
も
洗
っ
て
し
ま
う
。

ク
ル
マ
好
き
に
し
か
分
か
ら
な
い
こ
の
大
切
な
時
間
。

今
回
は
実
際
に
計
画
中
の
ガ
レ
ー
ジ
ア
パ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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青
空
の
下
で
ク
ル
マ
を
洗
う
快
楽

115 114



Photo/Ken TAKAYANAGI　Text/Atsushi TAMADA

1
9
1
9
年
、ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
設

立
間
も
な
い
ド
イ
ツ
で
生
ま
れ
た
文
化
ム

ー
ブ
メ
ン
ト
と
も
い
え
る
バ
ウ
ハ
ウ
ス
。

1
9
3
3
年
に
ナ
チ
ス
党
に
よ
っ
て
弾

圧
中
断
す
る
ま
で
、
デ
ザ
イ
ン
と
生
活
に

関
す
る
独
自
の
ス
タ
ン
ス
を
発
信
し
続
け

た
運
動
体
＝
学
校
で
す
。
そ
の
中
心
と
し

て
象
徴
的
に
語
ら
れ
る
の
が
建
築
分
野
の

斬
新
さ
。
鉄
と
ガ
ラ
ス
と
漆
喰
の
シ
ン
プ

ル
な
建
築
の
意
匠
は
、
現
在
で
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
1 

0 

0
年
が
経
過
し
た
建
築
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
完
全
な
機
械
化
、
合
理
化
に
向
か
う

の
で
は
な
く
、人
間
と
技
術
の〝
良
い
関
係
〞

が
テ
ー
マ
の
中
心
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

新
鮮
か
つ
懐
か
し
い
独
特
の
建
築
意
匠
が

誕
生
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
埼
玉
県
鶴
ヶ

島
市
に
Ｌ
Ｇ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
で
建
築
さ
れ
た

医
療
施
設
の
建
物
（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
専
用
棟
）
で

す
。
特
徴
は
、
何
と
言
っ
て
も
フ
ァ
サ
ー

ド
面
の
ガ
ラ
ス
ウ
ォ
ー
ル
の
迫
力
。
デ
イ

ト
ナ
ハ
ウ
ス
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
チ
ー
ル
Ｆ

Ｉ
Ｘ
サ
ッ
シ
で
形
成
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
面
は

一
般
の
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
と
違
っ
て
シ
ャ
ー

プ
で
硬
質
な
独
特
の
雰
囲
気
を
演
出
し
ま

す
。
む
し
ろ
一
点
ず
つ
手
作
り
さ
れ
る
ロ

ー
テ
ク
な
サ
ッ
シ
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
が

持
つ
風
合
い
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
を
想
起
さ
せ

る
の
で
す
。

そ
し
て
、も
う
一
つ
の
大
き
な
特
徴
、そ

れ
は
裏
面
に
あ
る
二
段
駐
車
の
ガ
レ
ー
ジ

で
す
。
こ
の
ガ
レ
ー
ジ
部
分
を
チ
ャ
コ
ー

ル
グ
レ
ー
の
漆
喰
外
壁
で
形
成
す
る
こ
と

で
、
外
観
に
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
飽
き
の
来

な
い
独
特
の
カ
ッ
コ
よ
さ
が
現
出
し
ま

す
。
夜
は
館
中
の
様
子
が
滲
み
出
る
よ
う

な
印
象
。壁
に
張
っ
た
1
9
3
0
年
代
の

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ポ
ス
タ
ー
の
色
遣
い
が
、

通
り
か
ら
も
ほ
の
か
に
確
認
で
き
る
、〝
間

接
的
な
差
し
色
〞
も
上
質
な
建
物
の
印
象

を
決
定
づ
け
る
重
要
な
要
素
な
の
で
す
。
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2Fに設けた事務所スペース。ここから広いルーフバルコニーが
広がっています。正面の壁はオーストラリアの塗料“ポーターズ
ペイント”で塗装。日本の塗料メーカーにはない独特の中間色を
艶消しで表現することができる優れもの。無骨な艶消し鉄骨と
の相性も抜群です。ジャン・プルーヴェの椅子と机が鉄骨天井に
呼応して何ともカッコいい。

今回初登場のニューアイテム。デイトナ
ハウスオリジナルのモノリス門柱。厚い
アルミ板を水圧切削して角を出し、焼き
付け塗装の上に文字を印刷で刻字する、
ありそうでなかったシンプルで画期的な
門柱です。

医院長の個室書斎。ダークグレーの壁面
が精神を落ち着かせてくれます。ハーマ
ンミラー社のイームズ・アルミナムチェ
アの光沢がいかにも渋い。

1.オリジナルでバウハウス風に作成した照明器具。ブレースのテンションをとるためのターンバックルを応用し
ています。　2.ファサードのガラスウォールに面した吹き抜け空間。　3.ラジエター冷暖房機を装備することで、
エアコンとは異なり空気をかき混ぜない空間を構築しています。観葉植物も実に嬉しそう。

二段駐車で愛車が眠る
アーリーモダンな医療施設
昨年100周年を迎えたドイツモダニズムを代表する建築のバウハウス。
そのデザイン基調に倣って、デイトナハウス×LDKの新境地ともいえる建物が誕生しました。

1Fにある患者さん用のウェイティングルーム（待合室）。デイトナハウス
特有のグレーウォールに1930年代のモノクロ写真。整形外科医院らし
い人間の身体性をテーマにした写真選択に施主のセンスが光ります。窓
面には布製のバーチカルブラインド。柔らかい光が患者さんにも優しい。

ガレージの二段駐車空間。ふわりと宙に浮かび上
がったような、上段のブレラの曲線美と外壁面
の鉄骨ブレースのコントラストが、毎日脳内を活
性化してくれるのです（上）。2Fの広々したルーフ
バルコニー。半外部空間として、いろんな用途に
使えそうです。デッキ素材は木の粉を樹脂で固め
たもの。メンテナンスフリーのデッキ材です（下）。

螺旋階段を正面に見るガラ
スの吹き抜け空間。この建
物の見せ場の一つです。北
側の光のスクリーンに淡く
照らされた、艶消しブラッ
クの螺旋階段は、その素材
感が最大限に表現されて素
晴らしいものです。それは
まるで、鉄の粒子が見える
ような感覚。かけがえのな
い空間になりました。

冨田整形外科

埼玉県鶴ヶ島市藤金835-59
TEL：049-286-221
tomitaseikei.byoinnavi.jp
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